
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みやぎ 6,000人 

不登校こどもアンケート 

2023年 12月 15日 

多様な学びを共につくる・みやぎネットワーク 



① アンケートの目的 

令和 4 年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」によると、宮

城県内における不登校の児童生徒は、小学生が2,066名、中学生が4,122名、高校生が1,552

名となっています。宮城県における不登校の児童・生徒数は年々増加しており、令和 4年度は・中学

生の不登校者数が 6,000人を越えました。 

 2020 年 11 月、多様な学びを共につくる・みやぎネットワーク（以下「みやネット」）では、不登校

の子どもをもつ保護者を対象に緊急のアンケートを実施しました。当時の不登校の実態や切実な

声を、当事者側からの意見として反映し、宮城県内の教育委員会や関係機関へ届けられだだけで

なく、アンケート結果について大きな反響をいただきました。 

 3 年間の期間で、不登校に関する理解や支援が広がってきた一方、不登校児童生徒数は増加の

一途をたどっています。 

 今回、子どもたちの声を直接みなさんに届けるべく、不登校当事者だけでなく、学校に登校してい

る児童生徒も対象にアンケートを実施しました。 

短期間での実施にもかかわらず、多くの子どもたちからの回答が寄せられ、まさに子どもたちの

生の声を集めることができました。 

ぜひこのアンケート結果をお目通しいただき、宮城の子どもたちのために私たちと共に活動をし

ていけることを強く望みます。 

 

【アンケートをご覧の方へ】 

今回、子どもたちの生の声を届けるために、アンケート回答に＜自由記述＞欄を多く設けました。 

みやネットの中で協議を重ね、＜自由記述＞を全文公開することを決めました。 

一部修正等を加えていますが、ほぼ原文のまま公開しています。中には、表現上好ましくない箇所も

あるかと思いますが、子どもたちの声をありのまま届ける観点より、そのまま公開致します。何卒ご理

解・ご了承の程よろしくお願い致します。 

 

② アンケート実施方法 

■実施期間：2023年 11月２０日～２０２３年１２月４日 

■アンケート対象者と実施方法 

アンケート対象者は宮城県内在住の小学 1年生～中学 3 年生。Google フォームよりアンケートを

作成し、アンケート入力フォームの URLを SNSや新聞等を通じて発信・拡散を行った。入力は匿名。 

■回答回収数：323件 

 

③ アンケート質問項目：全 29項目 

【全員への質問】 

1． どこに住んでいますか 

2． 学年を教えてください 



3． 今、学校に通っていますか。 

 

【学校を休んでいる人への質問】 

1． 学校を休み始めたのはいつぐらい前ですか。 

2-1. 学校に行きづらくなった理由を教えてください。 

2-2. 2-1 の質問について、「そのほか」をえらんだ人、または学校へ行きづらくなった理由をくわ

しく伝えたい人は、文章で教えてください。 

3-1. 学校に行きづらい日は、どこで過ごしていますか。また、利用している場所があれば教えてく

ださい。 

3-2. 3-1 で「そのほか」をえらんだ人は、過ごしている場所・利用している場所を教えてください。 

4-1. 学校に行けなくなったとき、この人がいてくれてよかったと思う人はいましたか。また、いやだ

った・傷つけられたと思うことはありましたか。 

4-2. 4-1の質問について、「そのほか」を選んだ人、またはこの人がいてくれてよかった話やいや

だった・傷つけられた話をくわしく伝えたい人は、文章で教えてください。 

5-1. 今のきもちはどうですか 

5-2. 5-1 の質問について、そのように思った理由をくわしく伝えたい人は、文章で教えてください。 

6. 今楽しいと思うこと、やりがいがあることを教えてください。（2つ以上えらんでも大丈夫です。） 

 

【フリースクールなどに通っている人への質問】 

1. フリースクールにはどのくらい通っていますか。 

2. 通いはじめてどのくらいですか。 

3. フリースクールなどに通いはじめたきっかけを教えてください。 

4. フリースクールなどに通いはじめてどんなことがよかったですか。（2 つ以上えらんでもよいで

す。） 

5-1. フリースクールに通っていて困っていること、なやんでいることはありますか。 

5-2. 5-1で「ある」と答えた人は、くわしく教えてください。 

 

【学校に通っている人への質問】 

1. 「学校に行きたくない」と思ったことはありますか。 

2-1. 「学校に行きたくない」と思うことの理由を教えてください。 

2-2. 2-1 の質問について、「そのほか」をえらんだ人、または「学校へ行きたくない」と思う理由

をくわしく伝えたい人は、文章で教えてください。 

3-1. 「学校に行こう」と思う理由を教えてください。 

3-2. 3-1 の質問について、「そのほか」をえらんだ人、または「学校へ行こう」思う理由をくわしく

伝えたい人は、文章で教えてください。 

4-1. 学校で楽しいこと、やりがいがあることを教えてください。（2つ以上えらんでも大丈夫です。） 



4-2. 4-1の質問について、「そのほか」をえらんだ人、またはやりがいがあることをくわしく伝えた

い人は、文章で教えてください。 

 

【全員への質問】 

1． 「子どもの権利」について知っていますか 

2. 「教育機会確保法」について知っていますか 

3. 学校や先生、大人たちに伝えたいことを教えてください。 

④ アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



仙台市

39%

仙台市以外

（宮城県）

61%

1.住んでいる場所（回答数：323件）

中3

18%

中1

16%

小5

15%

中2

13%

小6

9%

小4

9%

小3

7%

小2

7%

小1

6%

2.所属学年（回答数：323件）

毎日通っている

53%

全然通っていない

27%

月に2～5日くらい

休むことがある

7%

週1回通っている

7%

週2～3回通っている

6%

3.今、学校に通っていますか。（回答数：323件）

【全員への質問】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1～2年前

26%

1ヶ月前～半年

前

18%
2～3年前

17%

半年前から1年前

15%

3～4年前

14%

5年以上

9%

2週間～3週間前

1%

1.学校を休み始めた時期（回答数：148件）

35%

5%

6%

8%

24%

26%

31%

39%

13%

19%

9%

17%

33%

31%

30%

32%

11%

27%

22%

12%

19%

22%

18%

17%

40%

48%

63%

63%

23%

20%

21%

12%

その他

家族のこと

コロナのこと

部活のこと

勉強のこと

学校の先生のこと

友だちのこと

学校の雰囲気

2-1.学校に行きづらくなった理由

とても当てはまる まあまあ当てはまる あまり当てはまらない まったく当てはまらない

【学校を休んでいる人への質問】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・感覚過敏なところがあるため、学校へ行くと体調不良を起こす。 

・厳しいルールがありすぎる。授業がつまらなすぎる。強制が多すぎる。  

・いじめほどではないが、嫌がらせがあったため。 

・いつごろからか、人が怖くなって人と会話するのも見るのもストレスになって精神的に限界がきた

2-2. 2-1に関する自由記述 

 

回答数 

138件 

127件 

134件 

129件 

112件 

116件 

118件 

105件 



からです。 

・「学校や家庭の中で生きていくのに向いていないんだろうな」と感じたから 

・"やる気が無くなった。あと姉が不登校になった" 

・授業中、ずっと座り続けているのが苦痛 

・人数が少ない小学校だったので中学に上がって、クラスの小学校の友達以外と会わなくなった 

・人に会うのが怖い 

・クラスでいじめがあった、今そのことについて話し合い中改善しつつあるがまだ、解決した訳では

ない。 

・（月日）、口の中に口内炎が多発して体調が悪くなり飲食出来ず入院が必要になり、その時は原

因不明の口内炎で、でも経過として良くなったので退院したものの、頭痛、体の倦怠感などが続

き、登校出来ず、また腹痛、関節痛などの症状も見られていてが、それらの症状は最終的には起

立性調節障害からくるもの、ということで（月日）に診断がついた。通院、内服治療などしつつ、そ

の後も頭痛、体の倦怠感、朝起き上がれない、腹痛などの症状がつづき全く登校出来ず、夏頃に

は更に朝起き上がることが出来ず状態が悪くなり、その頃より体重減少がみられ、急な高熱もあ

り、（月日）（病名）●●との診断がされた。現在に至る。 

・朝から夕方迄やる事ありすぎきつい 

・後天的に障害を持ってしまいましたが、学校での理解も不十分で、本人自身も境遇や能力の低下

を受け入れがたく、学校に行く事で傷ついてしまう状況です。 

・朝起きれないから 

・頑張って一学期は言ってたけど二学期はその頑張った分の反動かなと思います。 

・先生が怖い 

・勉強が嫌いだから 

・学校に行っている時に怖いことをされたから 

・発達障害であることに気づく事ができず、診断や対応が遅れ、年長２学期より不登園となりました。 

・学校と習い事で、とにかく忙し過ぎた。もういいや、となった。 

・本人の性格もあると思っています。 

・学校そのものが変だと思う 

・授業中に手を挙げてもあててもらえない。先生の前でだけいい顔をするクラスメートが嫌でたまら

ない。先生は生徒の裏表を知らない。みんながいじめっ子の陰口を裏で言っているのに、本人が

目の前にいると機嫌を取る。授業がつまらない。教科書をなぞるだけの授業が苦痛。「こういう解

き方があります」と言うと「それは小学校でやらないから」と言われてしまう。勉強することを先生

も大人も言うけど、いざ勉強しても、できない子の勉強が優先になる。全部わかっちゃうから授業

が退屈になって別のことをしていると怒られる。どうすればいいの？って思う。積極的に授業に参

加したくてもできない、1 時間近く、なにもしないで座ってろっていうのめちゃくちゃつらい。学校に

行っても無駄な時間が何時間も続く。その時間で楽しいことをしたい。でも、屁理屈言うなと言わ

れてしまう。 



・学校ルールに疲れちゃった。 

・朝に具合が悪くなる 

・みんなで同じことをしなければならないことがとても嫌だった。自由に過ごしていいと先生は言うく

せに、じゃあみんな何がしたい？って矛盾してませんか？ 

・学校に行くのが不安になったり、朝に体調不良になる。 

・クラスの友達が奇声や超音波のような耳や頭が痛くなる声を授業中出してうるさくするから。家が

快適だから学校は行きたくない。 

・疲れが取れないから 

・自由がない。みんなと同じことを同じようにするのが出来ない。 

・休みの日でも宿題が必ずあり、多い 

・クラスのいじめ態勢と部活のメンバー間の人間関係の煩わしさ 

自分でもよくわからない。いじめられてるわけでもなく、友だちはたくさんいる。でもいろんな人と

の関係、人の表裏を見るたびに心が疲れていった。 

・勉強で間違ってるとか怒られそうだからこわい 

・父親から大声で怒鳴る等虐待を受けた経験があるのですが、学校で男性の先生の大声等でフラ

ッシュバックを起こしたことも、原因の一つにあります。 

・発達障害あり、通常クラスがにぎやかすぎて疲れてしまった。また、教室で嘔吐し、嘔吐恐怖症にな

ったことがきっかけになった。 

・精神疾患発症のため 

・学校が楽しくないという 

・自分自身のことについての悩み 

・暴力を受けた 傷害事件 

・学校の居心地がとても悪い。テストが大変。宿題がおおすぎる。先生に理不尽に怒られる。校則が

厳しい。 

・"人が怖くなったから 

・いろいろ疲れたから" 

・頑張って学校に通っていたのにコロナで急に 3ヶ月も休校にさせられ、外に行くことも制限され、コ

ロナへの不安は続く中、集団の中に入ること、また学校で頑張ることが難しくなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



家

51%

フリースクールなど

29%

学校内の教室（保健室、

別室、校内ステーション、

学びの教室など）

4%

児遊の杜、杜のひろば

4%

教育支援センター、

けやき教室

3%

学習塾

1%

オンラインフリースクール

1%
その他

7%

3-1.学校に行きづらい日に過ごす場所（回答数：146件）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家、フリースクール(ふふふルーム)、オンラインフリースクール(TRY部) 

・COIL、ぽはっく、ほっとスペース 

・フリースクールと杜のひろばと家と複数に通っています。 

・祖母の家やフリースペースなどその日によって行く所が違います 

・家やフリースクールや習い事のいずれかで過ごしています。自宅が多い 

・フリースクール．習い事 

・フリースペースつなぎ 

・家 

・一関 森の寺小屋 

・はなもも教室 

・学習室 1  校内の特別支援を受ける教室や廊下やすみっこにいます。 

・家、けやき教室、フリースクール、放デイを曜日によって使い分け 

 

 

 

 

 

 

3-2. 3-1に関する自由記述 

 



26%

8%

12%

14%

19%

22%

24%

31%

44%

49%

26%

51%

40%

30%

38%

42%

43%

36%

44%

34%

14%

18%

32%

33%

17%

21%

18%

21%

8%

7%

33%

24%

16%

23%

26%

15%

14%

12%

5%

9%

その他

児遊の杜、杜のひろば

校長先生、教頭先生

学校の先生

教育支援センター、けやき教室

スクールカウンセラーなど

保健室の先生

友だち

家族

フリースクールのスタッフ

4-1.学校に行けなくなったとき、

いてくれてよかったと思う人、いやだったと思う人

すごく良かった 良かった 少しいやだった とてもいやだった
回答数

85件

133件

127件

90件

78件

53件

113件

92件

51件

42件

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・時々学校へ行くと、やる事を決められる。 

・家族も先生も関わる人全員どうして学校行きたくないのかとかの話したくないことばかりの質問を

しつこく聞かれて嫌でした。 

・"学校の中に無理やり連れてかれた。 

・人前に立つことや、話す事が苦手で話せないで居たら怒られた。 

・みんなと同じことが出来ないと怒られた。 

・小学校の時は特別教室の先生が自分の気持ちを理解してくれていて、安心して学校行けた。 

・ぬいぐるみ 

・整体師さん、病院の先生 

・友達の中には、学校来てないのに部活は来られる、とか、部活の大会には出られるのに部活練習

のランニングは出来ない(とか、なんでまあ出来そうなしか見えないのに、など言われて、傷ついた

こともあった 

・部活の顧問の 1 人が嫌で、休んだ次の日に学校に行っても部活の話ばっかりだし、行かなかった

人、行けなかった人を差別したり、自分に余裕が無くなった時のストレスなど生徒にぶつけてくる

のが正直嫌です。お気に入りの生徒だけに甘いのもめんどくさいです。 

・弱いものいじめされていい返したが無駄だった 

・教科毎に先生が変わる事も辛かった。 

4-2. 4-1に関する自由記述 

 



ちょっと楽、まあまあ

落ち着いている、ま

あまあ楽しい

49%気持ちは楽、落ち着

いている、楽しい、集

中できている

28%

少ししんどい、

ちょっとつらい

16%

すごくしんどい、とても

つらい

7%

5-1.今の気持ち（回答数：140件）

・習い事の先生と友達が、とても良かった！ 

・"いろんな居場所の大人と子ども。焚き火をしたり、動物がいてお世話したり、一緒にご飯食べたり、

気持ちがほっとできる人ばかりだった。怖くなかった。 

・学校に行ってる近所の親に『いつ行くの?お母さん困るでしょ。みんな嫌なことあっても行ってるん

だよ』と言われたのが嫌だった。" 

・不登校の子が私以外にもいて、よかった（不登校の友達がいた）。めんどくさいから学校に行って

ないんでしょと言われたのがいやだった。 

・理解が得られなかった 

・学校を休んでいる間に他の活動をすることがあり、そこで出会った人たちは魅力的だった。 

・"特別支援の先生は良かったが、他の学年やクラスの友達を支えているので自分のところにあまり

来てもらえないのが不満。 

・担任の先生は話しを聞く暇が持てないし、怖くて頼れない。" 

・"学校での出来事で行けなくなったのに先生からは夏休み頑張りすぎたエネルギー不足と伝えら

れ悩んだし頑張らせすぎた自分を攻めたが結果違かった。 

・カウンセラーの先生に会うよう促されるが結果今の状況を聞かれて終わり。意味があるのかと思

ってしまう。 

・人の痛みを感じない人 

・"休んでいる間に家庭教師の先生についてもらったが、勉強ではなくたくさん話を聞いてくれた。そ

のことが家族以外の社会とつながっている安心感を与えてくれた。 

・精神病院の先生や、訪問看護師さん 

・精神科医の先生、臨床心理士の先生がいてくれて良かった 

・学校の先生方が別室に安心できる居場所を作ってくださったり、好きなことの話に興味を持って聞

いてくれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

・フリースクールなどの居場所が見つかったので、少し気持ちが楽になりました。 

・別室に行けるから。別室なら立っても怒られないし、好きな科目の勉強ができる。 

・フリースクールにきているからだと思う 

・"家や杜のひろばでは落ち着いて過ごせているが、「学校にいかなければならない」というプレッシ

ャーを世間からかけられてると感じるから。 

・不登校というレールから外れた人ではなく、普通の人になりたかったと感じるから。" 

・学校から離れられてるから 

・人と比べられないから 

・不登校になった最初の半年間は辛かったです。情緒がおかしくて泣いて泣いて病んで死にたくな

って自傷行為をして楽になろうとしたり。でも今は落ち着いて趣味を見つけて進路も決まってそれ

に向けて頑張ってる途中です。情緒もたまにおかしくなりますが安定してきてます。 

・支えになるものを見つけられたから 

・学校に行きたくない 

・学校のプレッシャーがないから 

・行きたい高校とやりたい事が少しわかって来たから 

・親が学校、教育委員会、市の役員と話しをし解決へ導くよう努力したので、相手の親や友達と話し

合う場を作る事ができた。 

・1日中つづく金庫を背負ってるような倦怠感、1日中つづく痛み止めの効かない頭痛や、頭痛もあ

ってボーッとして集中力がないなどで、学校行きたくても学校に行けない、授業も受けたくても受

けられない、だから、どんどん勉強も遅れていく、だからといって、症状がずっとあるから、行きたく

ても行って授業を受けるだけの体力や集中力もない。最近は（病名）●●がわかって、その治療

をしたから薬の効果もあって食事もだいぶ取れるようになって、放課後の部活動や、学校の活動

に参加したり、オンラインにも出られるようになったけど、やっぱり学校に登校して授業を受けたら

などの普通の中学生生活は送れないし、これからも送れそうにないから、辛い。 

・学校自体は良いけど部活の事を考えると学校に行きたくなくなります。 

・フリースクールや放課後デイサービスを利用するようになった。また、家族の理解も得れた。 

・暇だから 

・家は勉強しなくて良いし楽しい 

・"好きなことにしっかり時間を費やせる、 

・『自分で考えて』好きな工作、実験ができる 

・変に気を使わなくてとても楽（友達・先生など）時間に押され過ぎなくて（ご飯を食べる、勉強も自

分のペースで理解出来る）とても楽しい" 

・友達に合うのは良いことだった。 

・今楽しいところにいるから（ぽはっく） 

5-2. 5-1に関する自由記述 

 



・気の合う友達やスタッフの方と出会えたので楽そう 

・家族と学校の先生の理解があるから。起立性調節障害との向き合い方が分かってきたから。 

・わくにとらわれなくていい 

・学校休んでもいいと母が言ってくれたから 

・休んで楽しいけど、やっぱりみんなと勉強したりしたかった。普通にしたかったって思うときもある 

・伝えたい人は特にいません。今を前向きに過ごせるよう、ただ道を模索しています。 

・いつまでに何をしなければならないなど時間の縛りや学習のノルマなどが無く、自分に合うペース

で一日を組み立てられているから 

・"やることがないのに椅子に座り続けていなければならない苦行から解放されたから。 

・母親が自分の気持ちを理解してくれているから。進路が決まってほっとしているから。" 

・友達がいて安心するから、通うようになりました。 

・学校に行ってないから 

・学校に頑張って行ってもまた嫌なことを言われる 

・学校に行くとき、保健室登校してもよくなった 

・仕方ないから学校行ってる。 

・学校は好きだけど、みんながうるさいから 

・"精神的な病気があるため、不安が尽きずほぼ毎日死にたいと思っているから。 

2つ目は将来自立できるかとても不安だから。" 

・自分がやりたいこと、やりたくないことを認めてもらえる。 

・現在の環境は全く異なる環境だから。 

・"毎日のように、行けない訳がないと行こうとすると体調も悪くどんどん辛くなるばかりだった。 

でも家族に行かないと決めた方が良いと言われ、行かないと決めたら徐々に身体も楽になってい

った。" 

・フリースクールの友達関係がつらい 

・フリースクールで友達と遊ぶのが楽しいから 

・勉強をしようとしてもみんなには追いつけない、朝がなかなか怖くて起きれない、学校を休んでしま

っているという罪悪感がしんどい、先生と家族に迷惑をかけてしまっている 

・学校に行かなくていいと思えるようになったから 

・フリースクールなど楽しい所に行けているから 

・学校に行けとお父さんに言われるのが辛い。 

・家にいてもつまんないからケアハウスがあっていい。学校に行っていないから楽。 

・今、勉強も学校も休めたことで心にゆとりができてきている。 

・毎日笑顔が増えた。 

・中学入学後、新しい環境、人になかなか馴染めない。落ち着かない。 

 

 



ゲーム

30%

友だちと会うこと

20%

家族と一緒にい

ること

16%

通っている場所での

活動

15%

習いごと

5%

勉強をすること

4%

その他

10%

6.今楽しいと思うこと、やりがいがあること

（回答数：148件 複数回答を含む）

週に2～3回

52%

毎日

16%

月に1回

13%

週に1回

7%

月に2～3回

7%

週に4回

5%

1.フリースクールにどのぐらい通っているか（回答数：75件）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【フリースクールなどに通っている人への質問】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2年～3年

23%

1ヶ月～半年

20%

1年～2年

19%

半年～1年

18%

1週間～1ヶ月

9%

3年～4年

9%

4年～5年

1%

5年以上

1%

2.フリースクールなどに通いはじめてからの期間

（回答数：79件）

親、家族から教えてもらった

64%

学校から教えてもらった

11%

ホームページやSNS

などを見て

8%

近所の人、知りあい、親戚から

教えてもらった

8%

その他

9%

3.フリースクールなどに通いはじめたきっかけ

（回答数：78件）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



友だちができた

20%

いろいろな体験が

できる

20%

安心できる

17%

スタッフと良い関係ができ

た

15%

自分を認めてくれる

13%

自分に自信がついた

6%

勉強ができる

5%

その他

4%

4.フリースクールなどに通いはじめてよかったこと

（回答数：256件 複数回答を含む）

ない

73%

ある

27%

5-1.フリースクールなどに通って困っていること、

悩んでいることはあるか（回答数：131件）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校からの集金や物品購入費を払い続けたりしながら、フリースクール利用料を全額払い続ける

のが家計的に大変苦しい。 

・行くまでに距離がある。送迎がないと行けないし、バスとか地下鉄とかに乗れないので、それが困

る。 ＊補足あり 

・毎日ではないから毎日開いてほしい 

5-2. 5-1に関する自由記述 

 



時々思う

47%

全然思わない

22%

よく思う

19%

毎日思う

12%

1.「学校に行きたくない」と思ったことはあるか。

（回答数：216件）

・フリースクール運営が大変そう 

・行ける日が少ない（週に 1〜2回のフリースクールしかない） 

・参加費がある 

・人が怖くてまともにコミュニケーションを取れないので友達ができません。 

・もっと友達が増えてほしい 

・WiFiが無い 

・自分の好きな事があまり出来ず、勉強を強要させられる 

・友だちがいない 

・友達関係 

・フリースクール内の人間関係 

・人間関係 

・性格があわない人がいたとき逃げ場がないほど狭い 

・先生の性格が自分には合わない人がいる 

・特定の子に、いじめ嫌がらせ仲間外れにされている 

・友達とゲーム中にゲーム内で殺されたことがあり、すごく嫌な気持ちになった。 

 

【学校に通っている人への質問】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



23%

4%

4%

4%

15%

16%

21%

22%

11%

4%

5%

12%

26%

28%

17%

33%

10%

14%

21%

14%

25%

17%

22%

18%

57%

79%

71%

70%

34%

40%

40%

27%

その他

コロナのこと

家族のこと

部活のこと

友だちのこと

学校の雰囲気

学校の先生のこと

勉強のこと

2-1.「学校に行きたくない」と思う理由

とても当てはまる まあまあ当てはまる あまり当てはまらない まったく当てはまらない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既に理解していることを延々と学ぶので家でやった方が効率的 

・スポ少とか習い事やって土日が潰れるとやすみたくなる。つかれたときがある。 

・ルールが厳しすぎる、授業がつまらない。 

・朝起きられないとき 

・寝る時間が欲しい 

・人がいるから。ペア授業とかはもう地獄でした。 

・冬季の服装の校則が理不尽 

・交友関係が難しい、友達がいない、面倒な先輩がいる。提出物が終わっていなくて考えると辛い。 

・やる気が無い 

・面倒 

・"先生の教え方がわからない、分からないことをそのままにして勉強もわからないから楽しくない 

・応援してくれる先生がいない、モチベーションを上げてくれる先生もいない、生徒思いの先生もい

ない" 

・体調不良 

・お友達からの悪口 

・長期間休暇(夏休み)などあると行く気になれなくなる。 

・担任の先生が嫌だ。 

・面倒、眠い 

・そうじがめんどくさい 

・眠いから 

2-2. 2-1に関する自由記述 

 

回答数 

159件 

156件 

156件 

155件 

136件 

136件 

140件 

114件 



・朝起きるのがツライ 

・部活、勉強、行事が詰め込まれていて疲れる 

・テストなどが不安 

・だるい、疲れる 

・ずる休みとかではなくて、体調が悪いから行けないわけだけれど、全然行けていないのに、出来そ

うなことをやる為に、例えば部活動、校外学習のための活動、などのために登校する、という事の

勇気がとっても必要で、行きづらい、行くためにかなりの決断がいる、という時があった。 

・なんとなく 

・担任が嫌いだから 

・疲れ 

・友達がいないため 

・やることが多すぎる 

・"5.6年生にだけ先生たちが厳しい。 

・漢字が覚えられなくて、お母さんが発達の病院を探してくれたけど病院が中々なくて、相談する所

もあまりなくて、お母さんが探してくれているけどみつからない。" 

・やらなければいけないことが多すぎて。時間に追われて焦ってしまう。 

・担任教師の暴行により、一時期不登校でした。 

・担任が嫌いです。約束を守らない。男女差別する。怒ってばかり、褒められたことがない。ミニテスト

の範囲を当日まで教えない。隣のクラスは２週間前に教えてるのに。それなのに、うちのクラスは

テスト点数が悪かったと言われる。先生が嫌いで給食食べれなくなった。クラスがまとまらない。

先生にやる気がない。高校受験の話をされ、勉強しろとうるさい。先生が嫌い。校長に話しても、

担任と仲が良くて、話を聞いてもらえない。信じてもらえない。担任が中学でスマホを持っていな

いのはありえないといった。 

・今は思わないけど先生がいやで行きたくなかったときはあります 

・6年生に変なあだ名で呼ばれる 

・子どもの居場所〇〇に行きたいから 

・先生の言うことを絶対に聞かなければいけないから 

・男子がふざけていて止めるのが大変 

・きゅうに、気持ちが下がってしまう。 

・友達に手の消毒をして！と言われて嫌だ。荒れるから出来ないと話しているのに。強制しないでほ

しい。 

・嫌がらせ、だるいからなど 

・二人苦手な人がいるから 

・お友達にうるさい、余計だ等と言われた事がある 

・ランドセルが重い  

・寝不足や疲れでゆっくりしたい時 



20%

16%

22%

23%

34%

66%

8%

33%

14%

20%

39%

20%

6%

30%

22%

12%

18%

8%

65%

22%

42%

45%

9%

5%

その他

先生がいるから

理由が分からない

部活のため

勉強をするため

友だちがいるから

3-1.「学校に行こう」と思う理由

とても思う まあまあ思う あまり思わない まったく思わない

・なんとなく疲れたりしたときに休みたい 

・学校に行くのが面倒くさい 

・いじめを公認している学校と先生の雰囲気 

・朝起きるのが辛い、ゲームをしたい 

・ゲームが楽しいから。友達がいないから。 

・緊張する。不安な気持ちになる。の夜が辛い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・休み時間にあそびたい。帰ってから友達と遊んでもゲームとかばっかりでつまんない。 

・教室ではなく、別室で過ごせるから。 

・本をたくさん借りる目標がある 

・友達が私のそばにいてくらるから 

・先生に呼び出されるからです。気が小さくて自分の気持ちを伝えられないので断れないです。学

校行った日は必ず情緒が乱れるのできるだけ行きたくないです。 

・行けば話せる人はいるから。 

・罪悪感と休むといろいろ言われる 

・行くものだと思う 

・運動ができるから 

・家族に怒られるから 

3-2. 3-1に関する自由記述 

 

回答数 

205件 

182件 

146件 

125件 

169件 

108件 



・皆勤賞のため 

・体育がある日は行きたいと思う 

・友達にも会いたいし、友達と話もしたいし、部活動や、校外学習のための活動とか、出来そうなこと

やりたいと思っているから。 

・来年受験生だから少しでも勉強で学びたいから 

・受験生なので学校とのやりとりもある為、登校している。 

・"最近、親が自分に対してどんな感情を向けているのか、自分をどんな存在だと思っているのかが

わからなくなった、少し信じられなくなったから、離れたくて行ってる。 

・友達にあったり部活をするため。 

・安心する場所だから 

・吹奏楽が好きだから、勉強しないとマズイと思うから 

・親が行けというから 

・"仲良しのお友達に会えるから。 

・勉強がわからなくなるから" 

・学校に行くのが普通だと思うから 

・休み時間がたのしい 

・親が行けと言う 

・給食を食べるため 

・将来のため 

・好きな人と会える 

・勉強に、遅れてしまうからと、ずっと学校を休むと、ずっと学校に、行け無くなるからと、ずっと学校に

居ないと、友達が居なくなるから。 

・行かないことに罪悪感があるから 

・お母さんに行けって言われるから 

・給食と図書室が楽しみだから 

・友達に会うため 

・楽しいから 

・お父さんに怒られるから 

・勉強のため 

・給食がおいしい 

・みんなと遊べるし、勉強が楽しいから。 

 

 

 

 

 



友だちと会うこと

39%

学校行事

22%

勉強をすること

15%

部活

10%

先生とのやりとり

10%

その他

4%

4-1.学校で楽しいこと、やりがいがあること

（回答数：446件 複数回答を含む）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・友達はやっぱり楽しい。 図工など、自由にできる時間は楽しい。 

・図工の工作で自分の作りたいものが作れるから。 

・今日私は家族以外の人間と会話をしたぞ！自分えらい！というモチベーションになります。そう思わ

ないとやってられないので半端強引に思い込んでます。 

・楽しい運動ができるから 

・図書室で本をかりること 

・図書室で本を借りれること 

・"頭痛とか倦怠感とかの症状が 1 日中あるか、勉強が嫌いとかではなく、勉強はしたくても、授業

を受けるだけの体調ではないから、 

・授業を受けるために学校に登校できなくても、何かしらの活動に参加したり、部活に参加したり、

出来そうなことをやる為に登校すること、そして友達と会ったり会話をしたり、先生とも話をしたり、

楽しいし、やりがいがある" 

・生徒会役員になったからかな 

・給食 

・トランポリンとか鉄棒とが特別遊べる部屋があるから。 

・吹奏楽 

・図書室に行けるから 

・給食を食べる 

4-2. 4-1に関する自由記述 

 



知らない

50%
名前だけ聞いた

ことがある

34%

内容も知っている

16%

1.「子どもの権利に」ついて（回答数：316件）

知らない

78%

名前だけ聞いた

ことがある

17%

内容も知っている

5%

2.「教育機会確保法」について（回答数：312件）

・図画工作 

・好きな人と校庭で駆け回れる 

・算数や、国語のテストで良い点取ったり、したり分からなかった問題が、分かった瞬間。 

・給食。本当はもっと楽しく食べたいけれど。 

・水族館も楽しそうに行きましたが、本心は楽しくないし行きたくないそうです。 

・学力を伸ばせる 

・外で遊ぶ 

・特にありません。 

・みんなと一緒に遊べること 

 

【全員への質問】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

・なんのために学校に行くのか理由や目的がわからない。かたにはめた教育や指導はもう時代にそ

ぐわないし、指導者側の意識改革が必要だとおもう。 

・"不登校の子供の親です。 

家以外に行く場所がありません。 

近くにフリースクールはありますが、お金が払えません。 

今の時代は、勉強は家でもできますが、人との関わりがなくなります。 

勉強をする場所よりも、ゆったりと関わりを持てる場所が必要だと感じます。 

勉強をする意思や気持ちは、そのあとに付いてくるものだと思っています。" 

・難しい部分もあると思うけどもう少し合理的に勉強を出来る環境を作って欲しい 

・"部活の仲間と、友達は違ってどっちの子にも助けられます。 

これから部活が任意になるって聞いて 

羨ましい気持ちもあるけど 

入らなきゃいけないことで新しい世界が開けたし、友達がすごく増えました。 

・強制みたいなルールがなければわたしは今がなかったので 

ルールやしなければいけないことがない世界の方がもっと前から頭が良くなければできない選択

が多いからしんどくなるとおもいました。" 

・"友達に 2 人くらい学校にこない人いるけど、学校終わった時とか休みの時とかは普通にあそべる。

だからきにしてないのに 

・親がなんでこないのさそわないのなんかあったのってきくんだろうとおもいました。ぼくはかんけい

ないっておもいます。なおともっとあそびたいです。おれは楽しいから学校行くけど来ないから嫌い

とかじゃないとおもいます。" 

・先生が酷い 

・先生方もお忙しいとは思いますが、もう少し学校に行けなくなった子どもの保護者様に寄り添って

お話を聞くなど、寄り添った対応をお願いしたいです。 

・勉強だけが全てじゃない、自分達に価値観を押し付けないで 

・授業がつまらないので何とかしてほしい。ナビマが使いにくく、問題がつまらない。 

・先生たちが 勉強勉強いうのはやめて欲しい 

・"教室に戻すとか、授業を受けさせるより、まずは生徒の精神状態の安定を確保してほしいです。 

・内申点や出席日数には一旦目をつぶって、落ち着くまで待っていただけないでしょうか。 

・学校でやることが多すぎるから午前中で終わって給食を食べたら午後は家でのんびりしたい。居

残りになっても早めに帰れるから。 

・自由にさせてｯ!!! 

・フリースクールを無償化して欲しい 

・先生が必ずしも正しいわけではない。 

3. 学校や先生、大人たちに伝えたいこと 

 



・楽しい学校にしてほしい 

・宮城県にこんなにたくさんの不登校児童がいることに驚きました。しかもハイペースで増えている

ことにも。 

・母です。息子と同じ感想です。今、世の中が自由を尊重し過ぎていて、学校に行かなくてもいいと

いう考えが増加していると思います。いじめなど絶対に許されない理由で行けない子もいるのも

事実です。ただ、大切な学校生活を送れず人とのコミュニケーションが出来なかった子たちが大

人になった時の社会を想像するととても怖いです。国がこの緊急事態に目を背けず改善して頂き

たいです。 

・校則厳しすぎです。。先生は良いのになんで子供はダメなんでしょうか。中学生らしさとは？？ 

・人と関わるのがしんどいです。でも生きてる限り人と関わんなきゃいけません。どうやったら人間恐

怖症が治りますか？人とコミュニケーションが取れますか？切実に友達がほしいです。誰か教えて

ください。 

・理不尽の説教が多い 

・ちゃんと相談乗ってくれる先生はいるけど、たまに生徒の悩みをそーなんだねで聞き流すことが多

いので少し困る 

・かなりうるさい 

・学校の先生は考えに柔軟性がかけている。臨機応変がきかない。色々な考えをしてる人と関わり

をもつべきです。 

・人はみんな一人一人違う 

・勝手にさせてくれれば、それでいいです 

・もっと休みたい 

・話しを聞いてくれてありがとうございます 

・生徒思いの先生がいい 

・いっしょにあそぼ 

・悪いところだけ観ず、良いところも成長としてしっかり観てほしい。 

・保健室ですぐ返さずに話を聞いたり休ませたりさせてください。 

・いじめを隠蔽しないでください。" 

・こくごがにがてだからなにいっているのかわからない。でも、先生がゆっくりおしえてくれるからがん

ばれる。 

・勉強がむずかしくなってきて大変 

・漢字もむずかしい" 

・学校は、楽しいです！これからもみんなと仲良くしたいです         

・全員に目をかける事は大変だとおもいますが明るく賢い良い生徒ばかりに機会を与えるのでなく、

大人しく内気で自分を出しかねている生徒にも寄り添っていただけたらより良い学校生活になる

のではと思います 

・大きな声で圧力をかけたり、話をきちんと聞いて判断して欲しいです。 



・子供達が自由に選択したり、改革したりする事を大人の意見で奪ったり無視したりしないで欲しい。 

・先生、教育委員会に私たちの気持ちが分かるはずがないわかったふりしないでください。 

・休みたいときは休ませてほしい 

・はなしを聞いて欲しい 

・見た目は、全然調子が悪そうに見えないし、登校できない日が続いていて、でも部活動や行事に

参加したりする事で、そういう事は出来るのに学校に来られないんだ、勉強は出来ないんだ、と、

思わないで欲しい。一部の友達だけど、悪気はないとはわかっていても、誰でもそう思ってもおか

しくないと分かっていても、こちら側とすれば傷つくことを言われて、嫌な思いをしたこともある。 

・本当に、頭痛も倦怠感も 1 日中続いていて、でも、ゲームは出来たり、部活や行事は行けたりする

事を、おかしく思わないで欲しい。そういう症状がありながらも、ずっと生活していて、やりたい事は

症状があっても、やりたくて頑張ってやっている事を、忘れないでほしい。実際、出来てるじゃん！も

っと出来るんじゃない！？と、思われてしまうのは、悲しい。 

・行きたくない時は、休ませてほしい 

・1人の顧問が本当に嫌です。 

・進んでやりたいといったことをやらせてください、否定しないでください 

・教育に力が入りすぎではないのか，もっと自由にかつ柔軟にものごとを考えてほしい 

・自分の事を分かって欲しい。 

・強い口調で怒られるのがイヤ 

・怒るなら理由をはっきり言ってほしい" 

・6時間授業はつかれます。 

・無理やり子どもたちを学校に行かせないでほしい、必ずしも保健室や別室クラスがいいとも限らな

い（楽しい子は楽しいと思います） 

・『学校はどうしたの?』って聞かないでほしい 

・はいしゃさんとか" 

・○○ちゃんが、ほぼ皆が嫌だなとか、変だなと思うようなことをしていると、私からみると思います。 

・高校生ですが欄が無かったので、中 3 と答えました。すみません                       完全に自分の考えですが、高

校まで義務教育にすれば、不登校で留年するなどのことがなくなり、ストレスが減ると思います。

幼稚な意見かもしれませんが書かせていただきます       

・支援が足りないし様々な学びの場所が欲しい。学校行ってることになるように 

・学校に行きたくないが行かないといけない。。という概念に苦しんでいる子が沢山居ると思うので、

周りの大人に躊躇わず言える様な環境作りについて考えて頂けると嬉しいです。 

・今の世の中は余りに生きづら過ぎると思います。 

・学校でもやることが多くて、家に帰っても宿題が多すぎる。家でもっとゆっくりしたい。自由な時間

が欲しい。 

・俺らが生きやすい環境にして欲しい 

・みんな、平等に怒ったりしてほしい。 



・プールの授業で泳げないとき校長先生に 5 年生になっても泳げないの？って言われたけど…コロ

ナでプールに入れなかったし、泳げないと駄目ですか？ 

・もう少し楽しく勉強させてほしい。 

・不登校でももっと学びが身近な世の中になって欲しい。マイノリティだから肩身の狭い思いはした

くない。多様性を本当に受け入れたいと思っているのかもう一度考えて欲しい。 

・将来の夢の為にどうすればよいか具体的なアドバイスお願いします。 

・たまに学校に行きたくないと思うこともありますが、まあ何とか行ってます。 

・僕は僕でいいこと、勉強したくないわけじゃなくて、少ない人と静かに勉強したいだけ。でも学校だ

とうるさくなったりしてできない。学校でやることを、何をやるか先にくわしくおしえてほしい。国語っ

て言われてもよくわからない。知らないでいくのは不安だから。ほんとは学校って楽しみだった。今

も楽しかったら行きたい。 

・フリースクールの大人は話を聞いてくれて、決めさせてくれていい。困っても話せる。怖く怒らないで

ほしい。ゆっくり話せたりすればわかるから。僕はゆっくりな人だから、ダメなのかもしれないけど、

話したいことを話せないで聞いてもらえなくて困ることはたくさんあるし、悲しくなるし話すことをあ

きらめてしまうから。友達へも間違ったりダメなことをしても怖く言わないで話してほしい。ゆっくり

話せばわかってくれるしいい人もいるから。 

・子どものことを考えてから、大人の気持ちを話してほしい。 

・発達障害を勉強してほしいです。 

・担任教師からの暴行で人生めちゃくちゃになったけど、ニュースにも新聞にも載ったのに教育委員

会はなにも責任取ってくれない。 

・不登校ってそんなに悪い？ 

・もっとこどものはなしを耳を傾けてほしい。 

・子供がなにか SOS を出した時（九に学校を休んだとか…）に、先生はあなたを気にかけてるよと

子供に分かりやすく示してあげてほしい。 

・大声で怒らないでほしいです。怒る前に話を聞いてほしいです。 

・学区制度を無くしてほしい 子供が行きたい学校を自由に選択できたら良いと思う 

・①背の順に並ぶ、〇〇は何時間まで、えんぴつはキャラクター無しとか、学校だけの変なルールが

多い。教えるためのルール、ルールのためのルールが納得できない。大人になったら使わない学

校だけのルールは変。 

②宿題が多すぎる。 

③タブレットに指で文字を書く練習は必要ですか？ ペンで書かせて。 

・もっとみんなが楽になったらいいと思う 

・みんなで楽しく生きていきたい 

・大きな声で怒鳴られるとびっくりする。他の子がしかられているのを見るのもつらい。学校に行かな

いといけないとわかってるけど行けない。みんなの前で発表するのがすごく苦手だけどやらされる。

みんなと同じことをしないといけないのがいやだ。 



・勉強で習ったことが中学では使わない方法だったと知り、え？じゃあ何で習ったの？と思った 

・先生がムカつく 

・算数の時間に電卓を使いたい 

・先生に「黙れ糞教師」  

・学校を壊してください 

・宿題をなくして欲しい 

・先生をなくして欲しい" 

・好きな人以外いなくして欲しい 

・不登校の子が少しでも、学校に通ってる子達と同じように勉強するための環境が必要だと思いま

す。オンライン授業などのとりくみを増やした方がいいと思いました。 

・友達と遊ぶ時間がもっとほしいです。 

・どうして、勉強しなきゃいけないんですか？先生たちは将来のため、未来のために、とか言ってるけ

ど、どうしてそうなん？ 休み時間、5分、10分とかで、短い、子どもなんだからもっと本読みたい！！ 

勉強を、簡単に教えてほしいんや！ 

・学歴社会をなくしてください！ 

・勉強、勉強と言わないでほしい。 

・ある程度の自由があったほうがいい" 

・子供は思った以上にがんばっているので見守ってください。 

・私の事を心配しないでほしい 

・子どもの話に耳を傾け、話を寄り添いながら聞いて欲しい。 

・怒らないで欲しい。先生がお友達に怒っているのをみると、ビクっとする。子どもは怒られると何も

言えなくなる。怒るのは子どものせいじゃなく怒る大人の問題。 

・休み期間の宿題(やること)が多い。 

・テストは争う感じでやりたくない。 

・もっとゆっくり生活したい" 

・なにか相談したいことがあったとき、相談相手になってください。 

・先生の価値観を押し付けないでください 

・たんにんの先生は何を言ってもしんじてくれないし、すぐにイライラする。僕は先生ににらまれるとこ

わくてことばが出なくなります。でも、先生は話さない事におこります。ぼくはわるくないのに、話し

も聞かずにおこります。ぼくは先生がぼくの話すことをきいてくれなくて先生がこわくて学校を何

日も休みました。みんなとちがってぼくはこうどうがおそいから、いつもおこられます。でも、ぼくは

それでもいっしょうけんめいにやってます。どうして先生たちはイライラしたりせかせかしているの？

先生よりお母さんの方がいっぱいぼくの話を聞いてくれるし、せかせかしてない。 

・学校のお手伝いに来てくれたお母さんは、先生よりみんなのおせわをしたり話しを聞いたりしてて

すごいと思った。お母さんが先生だったらよかったです。" 

・いじめをやめさせてほしい 



・いじめがあった時、担任の先生が異動になってしまい、引き継ぎが上手くいっていない様子でした。

校長教頭も替わって、結局一から説明することになり、親としてはとても負担でした。 

・時間割を自分で決めたい 

・フリースクールを無償化してほしい 

・椅子をガタガタさせてきたり意地悪するお友達、奇声をあげて勉強の邪魔をしないでほしい。 

・インクルーシブ教育やノーマライゼーションを意識して色んな友達がクラスにいるのは仕方ないけ

ど、授業中騒ぐ子が 3人以上います。娘のクラスは補助の先生も 1人じゃとても足りていません。

騒音のクラスに入れない娘が登校しぶりでアーチルを勧められ、静かに我慢して居る子が普通と

思う先生方にも違和感です。" 

・自分達の気持ちも聞いてください 

・いつもありがとう 

・中学生は忙しいし、何となく辛かったり、理由もよくわからないけど嫌になったりする日もある。 

・先生たちが楽しければ皆も楽しくなるはずだから先生たちが楽しめる学校にしてほしい 

・あまり責めないで下さい。自分が情けないのは承知しております。 

・宿題の量を減らせ 

・そっとしておいてほしい時があるけど、諦めたような態度をとられるのも傷つくので、やめてください。 

・怒られて、ストレスでいかなくなる人が、いるから、怒らないで欲しい！ 

・学校をもっと楽しくして下さい 

・学生が直接校長先生とか上の人に話を聞いてもらえる機会が増えたら良いなって思います。意見

箱を設置するみたいな感じとか。 

・（ユーチューバー）●●とかが論破とか子供に悪影響なことをやめてほしい。  

・学校へ必ずしもいかなくてもいいということをよく認識してもらいたい。 

・大人は子供を『見守る』という言葉を使うけど、場面で良い時と悪い時があると思う 

・学校で何に困っていて、何をしてほしいのかを子供本人に聞いてほしい 

・大人の都合を押し付けないで欲しい 

・なぜ学校へ行かないといけないのか 

・宿題が面倒くさい" 

・学校は楽しいです。だけど給食はあまり好きじゃないけど、頑張って食べてます 

・忙しいのは凄く分かってるし迷惑をかけてしまっていて申し訳ないと思ってるけどちゃんと話を聞い

てくれて対応してくれる大人が増えると嬉しいと思います。苦しんでる人の現状を理解してあげて

ください m(_ _)m 

・宿題を減らして欲しい 

・学校に行けない子どもを差別しないでほしいです。学校に通っていても、通わなくても、皆平等な、

未来のある、社会の子どもです。 

・学校だけが全てじゃなく、他にもいろいろなコミニュティーがあるということを広めてほしいです。 

・もっと行事を増やしてください。 



・いじめなどの解決で謝って終わりにしないでほしい 

・疲れたときはゆっくり休ませて欲しい 

・発達障害のつらさをもっと知ってほしい。近所で会った大人に、学校もお休みなの？と言われるの

が辛い。 

・一学期に居なかった、違う先生もクラスにいるようになりました。なぜか、理由を聞かせてほしいで

す。 

・もっと子供に対してお金を使ってほしい 

・楽しい学校になると良い 

・学校でお菓子などお家の延長ができたらいい。学校で遊べる時間が増えてほしい。朝も早く門を

開けて遊んでいたい。 

・頑張っています   

・学校にいる時間が長過ぎ。宿題はバカバカしい。 

・しっかりしてほしい 

・宿題をなくして欲しい 

・学校に行かなくても楽しい。でも、仲の良い友達に会いたい。会うためにどうしたらよいか悩んでま

す。 

・子供の権利について、全く機能していないと思います。 

・学校に行きやすい雰囲気をつくって欲しい。 

・もう少し子供達、親御さんの話しも聞いて、取り入れてほしい。 

・先生も生徒も無理しない雰囲気になればいいと思う。 

・みんなと一緒にいっぱい遊びたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果は以上です。 



アンケート結果を受けて、みやネットとしての見解 

 

【全員への質問】 

・今回のアンケートは 2週間という短期間で SNS上での実施の中、323件の回答をいただきまし

た。そのうち、53%が「毎日学校に通っている」児童生徒からの回答でした。 

今まで実施されてきた不登校関連のアンケートや調査は、「学校に通っていない」子どもたち対

象のものが多い傾向でしたが、実際に「学校に通っている」子どもたちからの回答や生の声を集め

たアンケートは画期的な取り組みであると捉えます。 

 

・「子どもの権利」について＜知らない＞と回答した児童生徒が約半数、「教育機会確保法」につい

て＜知らない＞と回答した児童生徒が約 80%。いずれも、まだ一般社会へ十分に理解・浸透してい

ない現状が分かりました。フリースクール等や子どもの居場所活動を行っている多くの団体は、これ

らの権利や法律を活動理念の基礎・土台にしているところも少なくありません。学校や地域社会で、

子どもたちと一緒に学び、理解し合う場が増えることを望みます。 

 

・「学校や先生、大人たちに伝えたいこと」では、子どもたちの切実な声が多く寄せられました。一概

にまとめることは難しいですが、現在の学校環境や社会環境に生きづらさや何らかの違和感を抱え

ている子が多いと感じます。 

また、現状の不登校対策の内容と子どもたちが望んでいる支援が乖離している部分も見られま

す。不登校という課題について取り組み、成果を出していくためには、このような子どもたちの意見

や要望を直接反映させながら進めていくことが必要であると捉えます。 

 

【学校を休んでいる人への質問】 

 

・「1．学校を休み始めた時期」については、各項目同程度の割合で分散しています。「1 ヶ月前～半

年前」の割合が 18%という結果より、不登校になり始めた児童生徒も多くアンケートに回答してい

ただいたことが分かります。 

 

・「2．学校に行きづらくなった理由」として、＜学校の雰囲気＞・＜友だちのこと＞・＜学校の先生＞を

挙げている割合が多いです。学校に関わる環境が子どもたちの負担感や行きづらさに影響してい

ると考えられます。＜自由記述＞からもその思いが読み取れます。 

 

・「3．学校に行きづらい日に過ごす場所」として、約半数が「家」と回答しています。不登校の状態

にある児童生徒の多くは、いずれの支援者・支援機関にもつながることができずに孤立しているケ

ースが潜在的に多くあることを示しています。 



・「4.学校に行けなくなったとき、いてくれてよかったと思う人、いやだったと思う人」 

については、＜フリースクールのスタッフ＞・＜家族＞・＜友だち＞をよかったと挙げる傾向が見られま

した。当事者に対する家族の理解や支援は大変大きいと共に、学校の先生以外の第三者が支援に

関わることが大切であることが分かります。 

 

・「5．今の気持ち」では、学校を休んで気持ちが落ち着くという回答が多く占められていることから、

教育機会確保法の内容にもある「休養の必要性」がまさに示されている結果となりました。 

 

・「6．今楽しいと思うこと、やりがいがあること」では、＜ゲーム＞と回答した児童生徒が 30%でし

た。ゲームは不登校当事者にとって、状況によっては命綱になり得ることも十分あります。ゲームをす

ることに関する大人側の理解は必須であると捉えます。 

 また、＜友だちと会うこと＞も 20%を占めています。学校を休んでいる間も、人とのコミュニケーショ

ンを求めていると感じます。 

 

【フリースクールなどに通っている人への質問】 

 

・「3．フリースクールなどに通いはじめたきっかけ」の約 60%は、＜親・家族から教えてもらった＞と

いう結果になりました。ご家族の方々が必死で情報を集めて動いてくださっている状況が伝わりまし

た。また、＜学校から教えてもらった＞との回答が 11%でした。少しずつではありますが、学校のフリ

ースクールに対する理解や連携が進んできた結果であると捉えます。 

 

・「4.フリースクールなどに通いはじめてよかったこと」では、＜友だちができた＞・＜いろいろな体験

ができる＞との回答が多く占められました。こちらも、他人との何らかのコミュニケーションが行えた

ことが、当事者の満足度・充実度につながっているのではないかと考えられます。 

 

・「5．フリースクールなどに通って困っていること、悩んでいることはあるか」について、自由記述の

中ではフリースクールに通うことによる経済的負担やフリースクールの継続的な運営に対する不安

の声が多く挙がりました。子どもたちが安心してフリースクールなどに通えるための、財政的支援が

急務です。 

 

【学校に通っている人への質問】 

 

・「1．学校に行きたくないと思ったことはあるか」について、約半数の児童生徒が＜時々思う＞と回

答しています。また、＜毎日思う＞との回答が 12%もあり、毎日行きたくないと思いながら学校に通

っている子どもたちの切実な思いが伝わります。 

 



・「2．学校に行きたくないと思う理由」については、＜勉強のこと＞・＜学校の先生のこと＞・＜学校の

雰囲気＞の選択の割合が多くみられました。こちらも学校に関する環境が子どもたちの負担感や行

きづらさに影響を与えていると考えられます。自由記述にも、その切実な声が多く挙がりました。 

 

・「3．学校に行こうと思う理由」について、60%以上の児童生徒が＜友だちがいるから＞を選択しま

した。子どもたちは、同級生や他人とのコミュニケーションを求めている結果であると捉えます。 

 

「4．学校で楽しいこと、やりがいがあること」についても、＜友だちと会うこと＞が上位を占めていま

す。 

今回のアンケートを通して、子どもたちは学校に通う通わないに関わらず、【他人とのコミュニケーシ

ョン】の場を求めていることが明確に分かりました。これは、今後の学校の在り方やフリースクールな

どの運営、子どもの居場所づくりや連携に関して、大切な要素となり得る結果となりました。 

デジタル化や AI化が進む現代社会においても、人と人との交わりが子どもたちの成長にとっても

不可欠なものであると考えます。 

 

 

以上 


